
県
内
の
人
口
減
少
を
見
越
し

募
集
エ
リ
ア
を
広
域
化

高
大
接
続
塾
に
よ
り

地
元
高
校
と
の
関
係
強
化

大
幅
な
18
歳
人
口
減
少
が
予
想
さ
れ
る

東
北
の
公
立
大
学
と
し
て
抱
え
る
課
題
、

今
後
の
重
点
施
策
を
学
長
に
聞
い
た
。

生
を
対
象
に
高
大
接
続
塾
「
ハ
イ
レ
ベ

ル
数
学
講
座
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
高
校
で
学
ぶ
数
学
が
、
物
理

学
や
経
営
の
分
野
で
ど
の
よ
う
に
応
用

さ
れ
る
の
か
を
大
学
教
員
が
講
義
す
る

も
の
で
す
。
昨
年
は
43
名
が
参
加
し
、

「
数
学
を
楽
し
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
」
な
ど
、
好
評
で
し
た
。
学
生
募
集

を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
こ
の
講
座
を
通
し
て
本
学
に
興
味

を
持
ち
、
結
果
的
に
進
学
を
め
ざ
す
高

校
生
が
出
て
き
て
く
れ
れ
ば
よ
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
近
年
、進
路
選
択
に
お
け
る
基
準
が
、

偏
差
値
重
視
か
ら
変
化
し
て
き
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。
本
学
は
少
人
数
教
育
に

よ
る
手
厚
い
指
導
に
定
評
が
あ
り
、

T
H
E
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
日
本
版

で
も
、
教
育
リ
ソ
ー
ス
、
教
育
満
足
度

が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
強
み
を
、
従
来
の
方
法
に
と
ら
わ

れ
ず
、
広
く
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
本
学
は
県
と
の
協
定
で
出
願
倍
率
５

倍
以
上
を
目
標
に
し
て
お
り
、
こ
れ
が

学
生
募
集
の
指
標
と
な
り
ま
す
。
今
の

と
こ
ろ
こ
の
数
値
は
達
成
し
て
い
ま
す

が
、
秋
田
県
の
18
歳
人
口
は
全
国
平
均

と
比
べ
て
、
今
後
、
大
幅
に
減
少
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
の
一
般
入
試
の
結
果
を
分

析
し
て
み
る
と
、
県
外
出
身
者
と
比
較

し
て
県
内
出
身
者
の
成
績
は
芳
し
く
な

く
、合
格
率
が
低
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

県
立
大
学
の
た
め
入
学
者
の
３
割
以
上

は
県
内
出
身
者
で
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
は
推
薦
枠
で
満
た
す
こ
と

が
で
き
て
い
る
も
の
の
、
残
念
な
が
ら

授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い
者
も
散
見
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
県
外
か
ら
の
入
学
者
に
関
し

て
は
、
北
関
東
や
東
海
な
ど
の
特
定
の

エ
リ
ア
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
現
状
を
考
え
る
と
、
県
内
は
も
と
よ

り
県
外
に
も
本
学
の
教
育
の
特
徴
、
強

み
を
積
極
的
に
発
信
し
、
広
域
か
ら
高

校
生
に
本
学
を
志
望
し
て
も
ら
う
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
。

　
新
入
生
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
多

く
の
学
生
が
「
高
校
の
先
生
か
ら
の
勧

め
が
出
願
大
の
最
終
的
な
決
め
手
に

な
っ
た
」
と
回
答
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
ま
ず
着
手
し
た
の
が
高
校
教

員
へ
の
情
報
発
信
で
す
。

　
本
学
で
は
地
元
の
高
校
校
長
経
験
者

に
よ
る
、
４
人
の
進
学
推
進
員
が
高
校

訪
問
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

１
人
が
訪
問
で
き
る
高
校
数
や
エ
リ
ア

に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
一
昨

年
、
全
国
の
高
校
に
送
ら
れ
て
い
る
教

員
向
け
情
報
誌
に
、
記
事
広
告
を
６
回

に
わ
た
り
、
連
載
で
掲
載
し
ま
し
た
。

こ
の
記
事
で
は
、
初
年
次
教
育
か
ら
研

究
内
容
、
就
職
支
援
な
ど
に
つ
い
て
順

を
追
っ
て
紹
介
し
、
本
学
が
学
生
を
育

て
る
し
く
み
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
加

え
て
、
記
事
に
対
す
る
高
校
教
員
の
評

価
や
本
学
の
認
知
状
況
を
、
ウ
ェ
ブ
ア

ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
調
査
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
は
分
析
し
、
次
年
度

以
降
の
募
集
活
動
に
活
用
し
ま
す
。

　
保
護
者
へ
の
情
報
発
信
も
重
要
と
い

う
認
識
か
ら
、
地
元
の
高
校
に
協
力
を

仰
ぎ
、
高
校
単
位
で
の
保
護
者
向
け

キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
県
立
大
と
し
て
、
地
元
の
高
校
と
の

学
び
の
接
続
も
大
切
で
す
。
県
内
の

S
S
H
、
S
G
H
指
定
校
と
の
接
続
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
だ
け
で
は
な

く
、
2
0
1
5
年
度
か
ら
地
元
の
高
校

秋
田
県
立
大
学
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取材・文／本間学　撮影／佐藤竜典

こばやしじゅんいち●１948年長野県生まれ。1976年東北
大学大学院工学研究科博士課程修了。株式会社日立製作
所で主管研究員、ソリューションセンタ長等を歴任し、2007年
システム科学技術学部教授に就任。機械知能システム学科
長、理事兼副学長を経て、2017年4月より現職。博士（工学）。

特集●高大接続改革を踏まえた学生募集戦略

秋田県秋田市▶1920年に開校▶全日制・男女共学・普通科 生徒数689名
▶2013年からスーパーサイエンスハイスクール（SSH）の指定を受ける▶進
学実績（2016年度）国公立大／84名　私立大／東北福祉大、東海大、日
赤秋田看護大、東北文化学園大、ノースアジア大、埼玉工業大、専修大　他

課題

方針と
重点施策

▶進学推進委員（元高校校長）
　による高校訪問

▶県内外を問わず高校教員、保護者への情報発信を強化し、自学
　の人材育成面の強みを伝える
▶従来の高校訪問に加え、高校教員向けのメディアを利用した広
　報情報発信と同時に自学の評判調査・分析を実施

アドミッションチームが担当

志願倍率５倍以上

見直し前 見直し後

組織体制

成果指標

高大接続
改革への
取り組み

　本校はSSH指定を受けた2013年度から秋田県立大学と
連携協定を結び、主に１、２年生を対象とした協働活動を
行っています。
　現在実施している主な取り組みは、１年生向けには大学教
員による授業や秋田県立大学での実験実習等、２年生向け
には課題研究の分析手法などを学ぶ「研究室インターンシッ
プ」や高大の教員が協働して実施する授業（物理、化学、生
物）、大学院生が生徒に向けて研究内容を発表するポスター
セッションなどです。これらを通して生徒は１年次から「大学で
学ぶ目的」や「学びのプロセス」を感じ取り、進路選択におい
て重要な役割を果たします。

　大学との交流の機会を増やすことで、普段、なかなか知り
得ない最新の研究について理解が深められることも大きな利
点です。研究内容を知ることは、教員が進路指導を行う際の
参考にもなりますし、生徒自身の興味・関心を伸ばすことにも
つながります。実際に、高校時代に取り組んだ課題研究を大
学でも継続したいと、秋田県立大を志望するケースも見られ
ました。
　地元の大学なので以前から当然知ってはいましたが、この連
携事業により身近な存在になっていることは間違いありませ
ん。人口減少が著しい秋田県にあって、地元のことを考え、地
域のために研究したいと考える生徒に進学を勧めたいですね。

秋田県立大学 ▼ 1999年に秋田県により設置 ▼２学部8学科、学生数約1600人

▼ 3キャンパス1研究施設を持つ ▼ THE世界大学ランキング日本版2017総合順位58位、
同教育リソース61位、教育満足度85位、教育成果101-110位、国際性141-150位

学長小林淳一

高
校
教
員
へ
の
広
報
強
化

▶大幅な18歳人口減少が見込まれる地元エリアからの優秀な学生の確保
▶これまで以上に広いエリアから、自学をめざす学生を集める

▶秋田県内のSSH、SGH指定校と積極的に連携し
　接続教育プログラムを実施
▶県内の高校２年生向けに高大接続塾「ハイレベル数学講座」
　「ハイレベル生物講座」を開講し、大学での学びに対する興味、
　関心を醸成
▶高校単位での保護者対象キャンパス見学ツアー開催

理数系教育充実と
学びの継続につながる連携事業

高校の
視点

秋田県立大学の取り組み

秋田県立秋田中央高校
SSH主担当・教諭（化学）
奥山重美先生

募
集
エ
リ
ア
の
拡
大
に
向
け
て
認
知
拡
大
へ

変更なし

現状の志願倍率（７倍強）の維持

▶「ハイレベル数学講座」で、英語で授業を受けている様子。参加した高校生からは
　「簡単な計算も英語になるだけで解くのが楽しい」という感想が

教
員
向
け
情
報
誌
で

自
学
の
強
み
を
発
信


